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茂
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問
題
の
所
在

玄
奘
が
イ
ン
ド
に
お
い
て
説
い
た
と
さ
れ
る
所
謂
「
唯
識
比
量
」
は
、
東
ア
ジ

ア
の
唯
識
学
派
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
唯
識
比
量
と
は
、
玄
奘

の
伝
記
中
の
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
見
ら
れ
る
比
量
で
あ
る
。

且
如
大
師
、
　周
ー二　
遊
西
　
、
域
一　
学
満
　将
レ　
還
。
時
戒
日
王
、
　王
二　
五
印
　
、
度
一　
為

　設
二　
十
八
日
無
遮
大
　
、
会
一　

　令
三　
大
師
　立
レ　
義
　遍
二　
諸
天
　
。
竺
一　

　簡
ー二　
選
賢
　
、
良
一　

皆
　集
二　
会
　
、
所
一　

　遣
二　
外
道
小
　
、
乗
一　
競
　申
二　
論
　
。
詰
一　

大
師
　立
レ　
量
、
時
人
　無
二　

敢
対
揚
　
。
者
一　

大
師
　立
二　
唯
識
比
　量
一　
云

真
故
、
極
成
色
　不
レ　
　離
二　
於
眼
　識
一　
宗

　
自
許
初
三
摂
、
眼
　所
レ　
　不
レ　
摂
故
因

　
猶
　如
二　
眼
　識
一　
喩

。

こ
の
比
量
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
真
な
る
が
故
に
」
と
い
う
限
定
句
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
古
来
、
同
様
の
「
勝
義
に
お
い
て
」
と
い
う
限
定
句
を
持
つ
清
弁

（B
hāvaviveka

）
の
比
量
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
法
相
宗
の
基
ら
は

清
弁
の
思
想
を
「
悪
取
空
」
と
し
て
批
判
し
た
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
唯
識
比

量
に
関
し
て
は
肯
定
的
（
護
教
的
）
解
釈
を
行
な
っ
た
た
め
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い

て
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
た

（
1
）

。

一
方
、
唯
識
比
量
に
対
し
て
は
、
元
暁
を
は
じ
め
と
す
る
新
羅
の
学
僧
を
中
心

に
批
判
的
な
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
近
代
以
降
の
仏
教
学

界
で
は
、
中
村
元
氏
が
元
暁
ら
の
批
判
的
な
態
度
に
対
し
て
肯
定
的
な
評
価
を
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
立
論
は
、
感
覚
的
知
識
を
離
れ
た
勝
義
の
心
理
の
立
場
な
る
も

の
を
承
認
し
な
い
人
々
に
対
し
て
は
、
説
得
す
る
だ
け
の
効
力
が
な

い
。
す
な
わ
ち
因
明
で
説
く
「
他
人
に
説
く
た
め
の
推
理
」（
他
比
量

parārthānum
āna

）
と
し
て
は
、
無
意
義
で
あ
る
。
ま
た
因
す
な
わ
ち

理
由
命
題
は
立
論
者
と
反
対
者
と
の
両
方
が
と
も
に
承
認
し
て
い
る
も

の
（
共
許
極
成
）
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
自
分
の
方
で

だ
け
承
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
命
題
を
理
由
と
し
て
提
示
す
る
こ
と

は
、
論
証
と
し
て
無
意
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
分
で
理
解
す
る
た
め

の
推
理
（
自
比
量
）
と
他
人
を
説
得
す
る
た
め
の
論
証
（
他
比
量
）
と
の

区
別
を
、
玄
奘
三
蔵
は
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
立
論
に
誤
謬
の
存
す
る
こ
と
を
、
新
羅
の
順
憬
が
指
摘
し
て
い
る

（
2
）

。

元
暁
の
立
場
は
玄
奘
に
対
し
て
同
情
的
で
あ
り
、
解
釈
学
的
で
あ
る
。

し
か
し
順
憬
の
欠
点
を
会
通
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時

に
、
玄
奘
の
所
論
は
実
質
的
に
論
証
に
な
っ
て
い
な
い
。
な
ん
と
な
れ

ば
、
自
分
の
学
派
だ
け
で
認
め
る
こ
と
を
論
拠
と
し
て
も
ち
だ
す
な
ら

ば
、
論
敵
を
承
服
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
構
造

を
元
暁
は
決
し
て
見
逃
さ
な
か
っ
た

（
3
）

。

拙
稿

（
4
）

に
お
い
て
、
当
時
新
羅
に
お
い
て
も
唯
識
比
量
に
対
す
る
様
々
な
解
釈
・

立
場
が
あ
り
、
元
暁
・
順
憬
の
系
統
の
ほ
か
に
憬
興
・
太
賢
・
道
証
と
い
う
別
の

解
釈
の
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

本
発
表
に
お
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
充
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
憬
興
・
太
賢
・
道
証
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
注
目
し
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
彼
ら
の
唯
識
比
量
の
解
釈
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、

1



善
珠
や
蔵
俊
ら
日
本
の
法
相
宗
の
学
僧
の
文
献
に
引
用
さ
れ
た
逸
文
を
主
と
し
て

分
析
対
象
と
す
る
。

2

憬
興
・
太
賢
・
道
証
ら
の
解
釈

蔵
俊
『
因
明
大
疏
抄
』
に
は
、「
古
迹
記
云
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
引
用
文
が

見
え
る

（
5
）

。
こ
の
「
古
迹
記
」
は
、
題
名
か
ら
し
て
太
賢
『
因
明
入
正
理
論
古
迹
記
』

（
散
逸
）
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
集
曰
」
以
下
の
部
分
が
太
賢
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部

分
に
つ
い
て
善
珠
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
で
は
、
①
の
「
集
曰
…
」
に
相
当
す
る

文
を
「
太
賢
師
云
…
」

（
6
）

と
し
て
、
④
の
「
然
彼
三
藏
立
唯
識
意
…
」
は
「
太
賢
師

云
…
」

（
7
）

と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
一
方
、
③
の
「
集
曰
…
」
以
下
に
つ
い
て
は
「
太

賢
師
抄
、
道
証
集
云
…
」
と
い
う
出
だ
し
で
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
証
に

よ
る
コ
メ
ン
ト
を
太
賢
が
引
用
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
最
後
の
「
和
上
云
…
」
以
下
の
部
分
は
、
善
珠
が
「
興
師
解
云
…
」
と

し
て
引
用
す
る
文
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
興
師
」
と

は
お
そ
ら
く
憬
興
（
七
世
紀
後
半
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
太
賢
か
ら
見
て
憬

興
が
「
和
上
」
と
い
う
尊
称
で
呼
ぶ
べ
き
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で

は
、
憬
興
・
道
証
・
太
賢
が
同
一
の
主
張
を
共
有
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
以
下
の
引
用
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
唯
識
比
量
の
一
部
を
表
す
。

（
古
迹
記
云
）
①
極
成
色
者
、
基
云
、

　為
下　
　簡
二　
唯
小
乗
許
仏
有
漏
色
、
唯
大
乗
許
他
方
仏
　
、
色
一　
而

　取
中　
共
許
所
余
　色
上　
也
。
若
　立
二　
前
　
、
二
一　
便
　如
レ　
次
　有
二　
一
分
自

他
所
別
不
　
、
成
一　
因
　有
二　
随
一
所
依
不
　
。
成
一　

　以
レ　
此
比
量
共
比

量
故

（
8
）

。

集
曰
、
此
解
　不
レ　
然
。
且
　依
二　
伝
　
、
説
一　
汎
因
明
法
、
共
比
量
中
　引
二　
自
他

　法
一　
皆
　作
二　
不
　
。
定
一　
若
　除
二　
小
乗
別
許
之
　
、
色
一　
彼
　応
三　
　将
レ　
此
　作
二　
不
　定
一　
故
。

②
因
　云
二　
初
三
　摂
一　
者
、
十
八
界
中
初
三
摂
也
。
但
　言
二　
眼
　不
　一レ　　

摂
、
耳
等
不
定
故

（
9
）

。

　言
二　
自
　許
一　
者
、
　避
二　
他
有
法
差
別
相
　
。
違
一　
　謂
下　
定
　離
二　
眼
　識
一　

色
、
　非
三　
定
　離
二　
眼
　識
一　
　
、
色
上　
是
有
法
差
別
。
立
者
許
是
　不
レ　

　離
レ　
眼
色
。
外
　作
二　
差
別
相
違
　量
一　
云
「
極
成
之
色
　非
下　
是
　不
レ　

　離
二　
眼
　識
一　
之
　
、
色
上　
初
三
　所
レ　
摂
眼
　不
レ　
摂
故
、
猶
　如
二　
眼
　識
一　
」。

　為
レ　
　遮
二　
此
　過
一　
故
　言
二　
自
　
。
許
一　

謂
　引
二　
自
許
他
方
仏
　色
一　
、
　与
二　
彼
比
　量
一　
　作
二　
不
定
　
。
過
一　
凡
　顕
二　

他
　
、
過
一　
必
自
　無
二　
過
。
汝
既
不
定
、
我
　離
二　
相
　
。
違
一　

然
　有
二　
新
羅
順
憬
法
　
、
師
一　
　於
二　
此
　量
一　
　作
二　
決
定
相
　
、
違
一　
乾
封

之
歳
寄
　請
レ　
釈
云
「
真
故
極
成
色
定
　離
二　
於
眼
　
、
識
一　
自
許
初

三
摂
眼
識
　不
レ　
摂
故
、
猶
　如
二　
眼
　根
一　
」。

時
　為
レ　
釈
言
、
凡
因
明
法
、
立
法

（
10
）

自
他
共
、
敵
対
必
　須
レ　
同
。

前
唯
識
量
　依
二　
共
比
　
、
量
一　
今
　依
レ　
自
敵
即
　無
レ　
　不
レ　
爾
。
　如
丁　
仏

弟
子
　対
二　
声
生
　論
一　
　立
丙　
「
声
無
常
、
所
作
性
故
、
猶
　如
乙　
瓶

　等
甲　
」。
声
生
論
　立
二　
声
　量
一　
「
其
常
、
所
聞
性
故
、
　如
二　
自
許

声
　性
一　
」。
彼
　不
レ　
　成
レ　
難
。
此
亦
　応
レ　
然
。

謂
立
　言
二　
自
　
、
許
一　
　依
二　
共
比
　
、
量
一　
　避
二　
他
有
法
差
別
相
　
。
違
一　

然
彼
敵
量
宗
喩
皆
共
、
唯
因
　依
レ　
自
、
随
一
不
成
。
大
乗
　不
レ　

　許
下　
「
自
許
眼
識
　不
レ　
摂
故
」
因
、
　於
二　
共
　色
一　
　
。
転
上　
同
喩
亦

　有
二　
所
立
不
　
。
成
一　
大
乗
之
中
、
根
因
識
果
　非
二　
定
即
　離
一　
故

（
11
）

。

集
曰
、
此
難
　不
レ　
然
。
敵
　言
二　
「
自
　許
一　
」、
豈
　成
二　
「
眼
識
　不
レ　
摂
故
」
　
。
因
一　

若
彼
還
　成
二　
眼
識
　不
　一レ　　
摂
、
而
　簡
二　
大
乗
摂
相
帰
　
、
識
一　
還
　以
二　
宗
　法
一　
　為
二　
因

2



之
　
。
失
一　
然
其
「
眼
識
　不
レ　
摂
故
」
者
、
倶
　取
二　
十
八
界
別
　
。
摂
一　

③
判
比
量
云
、

敵
　言
二　
「
自
　許
一　
」、
亦
　遮
二　
有
法
差
別
相
　
。
違
一　
謂
敵
意
許
量
定

　離
二　
眼
　識
一　
之
色
。
大
乗
師
　作
二　
相
違
　量
一　
云
「
極
成
之
色
　応
レ　

　非
下　
定
　離
二　
眼
　識
一　
之
　
、
色
上　
初
三
　所
レ　
摂
眼
識
　不
レ　
摂
故
、
由
　如
二　

眼
　根
一　
」。
　為
下　
　引
二　
自
許
仏
有
漏
　色
一　
　作
中　
不
定
　
、
過
上　

故
　言
二　

「
自
　許
一　
」。

集
曰
、
諸
釈
自
許
皆
　失
二　
本
　
。
意
一　
三
蔵
量
中
自
許
、
若
　避
二　
他
相
　違
一　
者
、

虚
　設
二　
劬
　
。
労
一　
謂
若
小
乗
　難
二　
極
成
　
、
色
一　
合
　成
二　
非
　
、
色
一　
還
　害
二　
自
　
、
宗
一　
　不
レ　

　成
二　
相
　
、
違
一　
必
　不
レ　
　違
レ　
自
、
理
門
説
故
。
若
　難
二　
彼
色
　不
レ　
　離
レ　
識
　
、
義
一　

是

正
　所
レ　
諍
、
　非
二　
意
　許
一　
故
。
若
彼
差
別
　得
レ　
成
難
者
、
　如
丁　
　立
レ　
宗
　云
丙　
「
声

是
無
常
、
所
作
性
故
、
猶
　如
乙　
瓶
　等
甲　
」。
　於
レ　
此
亦
　応
レ　
　出
二　
　如
レ　
彼
　
。
過
一　
謂

是
無
常
之
声
　非
二　
是
無
常
之
　声
一　
、
是
有
法
差
別
。
立
論
意
許
是
無
常
之

声
、
外
　作
二　
有
法
差
別
　過
一　
言
「
声
　応
レ　
　非
二　
是
無
常
之
　声
一　
、
所
作
性
故
、

猶
　如
二　
瓶
　等
一　
」。
　雖
レ　
　持
レ　
　所
レ　
諍
、
無
常
之
義
合
　成
二　
非
　
、
声
一　
既
　不
レ　
　成
レ　

難
。
　雖
レ　
　持
レ　
　所
レ　
諍
、
　不
レ　
　離
レ　
識
義
合
　成
二　
非
　
、
色
一　
豈
独
　成
レ　
難
。
故
上

古
釈
皆
　不
レ　
　可
レ　
依
。

④
然
彼
三
蔵
　立
二　
唯
　識
一　
意
、
通
　対
二　
小
乗
及
外
道
　
。
宗
一　
　避
三　
外
　不
レ　
　立
二　
十

八
　界
一　
者
、
一
分
随
不
成
過
故
、
因
　言
二　
自
許
初
三
　摂
一　
也
。
因
既
自
故

自
比
量
摂
、
故
他
　不
レ　
　得
下　
　以
二　
不
極
成
仏
有
漏
　色
一　
而
　作
中　
不
　
。
定
上　
　於
二　
自

　量
一　
　無
二　
他
不
　定
一　
故
。
自
義
已
成
、
何
　遣
二　
他
　
。
宗
一　

⑤
文
軌
師
云
、

因
明
道
理
、
　於
二　
共
比
　量
一　
自
法
他
法
皆
　得
二　
不
　
、
定
一　
　以
二　
自

在
眼
識
　所
レ　
変
眼
根
之
　影
一　
　作
二　
不
定
　
。
過
一　

然
判
者
云
、
救

即
　無
レ　
過
。
真
故
極
成
色
　離
二　
極
成
眼
　
、
識
一　
便
　無
二　
不
　
、
定
一　
極

成
眼
識
　不
レ　
　縁
レ　
眼
故
。
　以
二　
自
許
仏
有
漏
　
、
色
一　
　於
二　
前
共
　
、
量
一　

他
　作
二　
不
　
。
定
一　
便
　改
レ　
因
　云
二　
「
自
許
極
成
初
三
摂
」
　
。
等
一　
　如
二　

無
漏
色
耳
識
等
　縁
一　
、
　雖
レ　
　離
二　
眼
　識
一　
而
　非
二　
極
成
初
三
　
、
摂
一　

故
　不
レ　
　成
二　
不
　
。
定
一　

然
今
　如
レ　
前
自
量
　為
レ　
好
。

⑥
和
上
云
、

本
量
云
　不
レ　
　離
二　
眼
　識
一　
者
、
眼
識
・
本
識
合
　名
二　
眼
　
。
識
一　

立

影
不
離
眼
識
之
時
、
便
成
質
亦
不
離
本
識
。
　如
二　
顕
　揚
一　
云

「
阿
頼
耶
識
即
六
識
」
故

（
12
）

。
　不
レ　
爾
本
量
　有
二　
不
定
　
、
過
一　

質

亦
自
許
初
三
　所
レ　
摂
眼
　所
レ　
　不
レ　
摂
、
　離
二　
眼
　識
一　
故

（
13
）

。

然
　無
二　
此
　
、
過
一　
良
　由
二　
本
　
、
意
一　
諸
識
　為
レ　
一
、
　空
二　
諸
　境
一　
故
。
　如
レ　
　説
二　
蔵

識
海
転
浪
　起
一　
故
。
　由
二　
此
外
量
　喩
一　
　有
二　
所
立
不
成
之
　
。
失
一　

　雖
レ　
　有
二　
諸

　
、
家
一　
且
　存
二　
此
　釈
一　
云云

内
容
を
見
て
み
る
と
、
①
〜
③
で
は
唯
識
比
量
中
の
「
極
成
」（「
世
間
一
般
で

認
め
ら
れ
て
い
る
…
」）
や
「
自
許
」（「
自
分
だ
け
が
認
め
て
い
る
…
」）
と
い
っ

た
限
定
句
に
つ
い
て
の
様
々
な
解
釈
を
引
い
て
、
そ
れ
を
「
皆
、
本
意
を
失
」
し

た
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

①
に
お
い
て
は
、
基
が
「
極
成
」
と
い
う
限
定
句
の
意
図
を
解
釈
す
る
際
、
小

乗
と
大
乗
そ
れ
ぞ
れ
に
特
殊
な
事
例
を
推
論
か
ら
排
す
る
た
め
と
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
共
比
量
（
立
論
者
も
対
論
者
も
共
に
承
認
し
て
い
る
概
念
の
み
を
用
い

て
、
主
張
命
題
の
述
語
部
分
の
是
非
を
争
う
論
式
）
に
お
い
て
は
宗
（
主
張
命
題
）

中
の
法
（
述
語
）
は
不
定
で
あ
る
の
で
、
仮
に
小
乗
の
事
例
を
除
い
た
と
し
て
も

不
定
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
、
と
批
判
し
て
い
る
。
④
に
あ
る
よ
う
に
、

「
古
迹
記
」
と
し
て
は
唯
識
比
量
が
自
比
量
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
の
で
、
こ
こ
で

3



は
共
比
量
と
い
う
前
提
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
①
で
は
「
伝
説

に
依
れ
ば
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
⑤
の
文
軌
の
説
に
近
い
。

次
に
②
で
は
、
順
憬
が
相
違
決
定
の
例
と
し
て
あ
げ
た
比
量
（「
真
故
極
成
色
定

離
於
眼
識
、
自
許
初
三
摂
眼
識
不
摂
故
、
猶
如
眼
根
」）
に
対
す
る
基
の
解
釈
を
批

判
し
て
い
る
。
基
は
「
自
許
」
が
「
眼
識
不
摂
故
」
に
も
接
続
す
る
と
見
な
し
て

「
自
許
」
が
共
比
量
の
因
の
部
分
だ
け
を
自
比
量
に
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
「
集
曰
」
以
下
で
は
、「
自
許
」
は
「
眼
識
不
摂
故
」
を
限
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、「
初
三
摂
」
の
部
分
だ
け
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
順
憬
の
説
は
擁
護
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
「
古
迹
記
」
と
し
て
は
唯
識
比
量
が
自
比
量
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
の
で
、
そ

れ
だ
け
で
も
共
比
量
で
あ
ろ
う
と
す
る
順
憬
の
比
量
は
批
判
の
対
象
と
な
り
う
る

し
、
ま
た
順
憬
と
ほ
ぼ
同
じ
主
張
を
し
て
い
る
元
暁
は
次
の
③
で
批
判
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
基
の
解
釈
の
み
を
批
判
対
象
と
し
て
い
る
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

③
は
元
暁
『
判
比
量
論
』
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
元
暁
は
、
唯
識
比
量
の
反

対
論
者
（
こ
こ
で
は
小
乗
か
）
の
反
論
式
に
お
け
る
「
自
許
」
も
ま
た
、
唯
識
比

量
と
同
様
に
有
法
差
別
相
違
因
（
命
題
の
主
語
が
曖
昧
で
あ
る
た
め
に
、
立
論
者

の
主
張
と
矛
盾
す
る
理
由
が
成
立
し
て
し
ま
う
と
い
う
過
失
）
を
避
け
る
た
め
で

あ
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
共
比
量
と
い
う
前
提
で

唯
識
比
量
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
を
批
判
し
、「
上
の
古
釈
は
皆
、
依
る
べ

か
ら
ず
」
と
断
じ
て
い
る
。

一
方
、
④
〜
⑥
で
は
「
三
蔵
」
す
な
わ
ち
玄
奘
の
真
の
意
図
を
示
そ
う
と
し
て
い

る
。
⑤
に
お
い
て
「
文
軌
、　師
」、
⑥
に
お
い
て
「
和
上
」
と
い
う
尊
称
を
使
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
太
賢
ら
が
文
軌

（
14
）

や
憬
興
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
基

は
呼
び
捨
て
で
あ
る
）。

④
で
は
、
唯
識
比
量
の
対
象
が
外
道
と
小
乗
で
あ
っ
た
と
し
、
十
八
界
と
い
う

概
念
を
認
め
な
い
外
道
に
対
し
て
他
随
一
不
成
過
（
相
手
の
認
め
な
い
概
念
を
理

由
と
し
て
用
い
る
過
失
）
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
「
自
許
」
と
い
う
限
定
句
を
使
っ

て
い
る
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
因
（
理
由
命
題
）
に
お
い
て
「
自
許
」
を
用
い

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
唯
識
比
量
は
自
比
量
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
（
傍
線

部
）。
⑤
の
最
後
に
「
自
量
為
好
」
と
あ
る
の
も
、
同
内
容
で
あ
ろ
う
。

ま
た
⑥
で
は
、
唯
識
比
量
に
お
け
る
「
眼
識
」
が
眼
識
と
阿
頼
耶
識
と
を
あ
わ
せ

た
も
の
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
憬
興
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
一
口
に
色
法
と
い
っ
て
も
、
眼
識
の
対
象
と
な
る
の
は
相
分
と
し
て
の

影
像
で
あ
っ
て
本
質
は
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
本
質
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
阿
頼
耶
識
を
導
入
し
な
い
と
唯
識
比
量
は
過
失
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

最
初
に
見
た
よ
う
に
、
玄
奘
は
論
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
で

唯
識
比
量
を
作
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
元
暁
を
は
じ
め
と

す
る
諸
師
が
共
比
量
で
あ
る
と
理
解
し
た
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自

比
量
と
見
な
す
古
迹
記
の
立
場
の
方
が
異
常
に
思
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
玄
奘

伝
に
説
か
れ
て
い
る
無
遮
大
会
を
史
実
と
見
な
す
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
自
比
量

が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
別
の
文
脈
を
憬
興
ら
が
想
定
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
想
像
の
域
を
出
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

(

1)

拙
稿
「
清
辨
比
量
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
受
容
」（『
불
교
학
연
구
（
仏
教
学
研
究
）』

八
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）
参
照
。

(

2)

『
中
村
元
選
集
﹇
決
定
版
﹈
第
４
巻
　
チ
ベ
ッ
ト
人
・
韓
国
人
の
思
惟
方
法
』（
春
秋

社
、
一
九
八
九
年
）、
二
八
二
頁
。

(

3)

中
村
元
前
掲
書
、
二
八
三
〜
二
八
四
頁
。
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(

5)
大
正
六
八
・
五
二
〇
中
〜
五
二
一
上

(

6)

大
正
六
八
・
三
一
六
上

(

7)

大
正
六
八
・
三
二
一
下
〜
三
二
二
上

(

8)

「
簡
諸
小
乗
後
身
菩
薩
染
汚
諸
色
。
一
切
仏
身
有
漏
諸
色
。
若
立
為
唯
識
。
便
有
一
分

自
所
別
不
成
。
亦
有
一
分
違
宗
之
失
。
十
方
仏
色
及
仏
無
漏
色
。
他
不
許
有
。
立
為
唯

識
有
他
一
分
所
別
不
成
。
其
此
二
因
。
皆
有
随
一
一
分
所
依
不
成
。
説
極
成
言
為
簡
於

此
。
立
二
所
餘
共
許
諸
色
為
唯
識
故
」（
基
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
巻
中
本
、
大
正
四

四
・
一
一
五
下
）
の
取
意
。

(

9)

「
因
云
初
三
摂
者
。
顕
十
八
界
六
三
之
中
初
三
所
摂
。
不
爾
便
有
不
定
・
違
宗
。
謂
若

不
言
初
三
所
摂
。
但
言
眼
所
不
摂
故
。
便
有
不
定
言
。
極
成
之
色
為
如
眼
識
眼
所
不
摂

故
。
定
不
離
眼
識
。
為
如
五
三
眼
所
不
摂
故
。
極
成
之
色
定
離
眼
識
。
若
許
五
三
眼
所

不
摂
故
。
亦
不
離
眼
識
。
便
違
自
宗
。
為
簡
此
過
言
初
三
摂
」（
基
『
因
明
入
正
理
論

疏
』
巻
中
本
、
大
正
四
四
・
一
一
五
下
）
の
取
意
。

(

10)

「
法
」
で
は
意
味
が
通
じ
に
く
い
。「
依
」
か
。

(

11)

「
若
爾
。
何
須
自
許
言
耶
。
為
遮
有
法
差
別
相
違
過
。
故
言
自
許
。
非
顕
極
成
色
。
初

三
所
摂
。
眼
所
不
摂
。
他
所
不
成
。
唯
自
所
許
。
謂
真
故
極
成
色
。
是
有
法
自
相
。
不

離
於
眼
識
。
是
法
自
相
。
定
離
眼
識
色
。
非
定
離
眼
識
色
。
是
有
法
差
別
。
立
者
意
許

是
不
離
眼
識
色
。
外
人
遂
作
差
別
相
違
言
。
極
成
之
色
非
是
不
離
眼
識
色
。
初
三
所
摂

眼
所
不
摂
故
。
猶
如
眼
識
。
為
遮
此
過
。
故
言
自
許
。

与
彼
比
量
作
不
定
言
。
極
成
之
色
。
為
如
眼
識
。
初
三
所
摂
眼
所
不
摂
故
。
非
不
離
眼

識
色
。
為
如
自
許
他
方
仏
等
色
。
初
三
所
摂
眼
所
不
摂
故
。
是
不
離
眼
識
色
。
若
因
不

言
自
許
。
即
不
得
以
他
方
仏
色
而
為
不
定
。
此
言
便
有
随
一
過
故
。
汝
立
比
量
。
既
有

此
過
。
非
真
不
定
。
凡
顕
他
過
。
必
自
無
過
。
成
真
能
立
必
無
似
故
。
明
前
所
立
無
有

有
法
差
別
相
違
。
故
言
自
許
。

然
有
新
羅
順
憬
法
師
者
。
声
振
唐
蕃
学
苞
大
小
。
業
崇
迦
葉
。
毎
禀
行
於
杜
多
。
心

務
薄
倶
。
恒
馳
誡
於
小
欲
。
既
而
蘊
藝
西
夏
。
伝
照
東
夷
。
名
道
日
新
。
緇
素
欽
挹
。

雖
彼
龍
象
不
少
。
海
外
時
稱
独
歩
。
於
此
比
量
作
決
定
相
違
。
乾
封
之
歳
。
寄
請
師
釈

云
。
真
故
極
成
色
定
離
於
眼
識
。
自
許
初
三
摂
眼
識
不
摂
故
。
猶
如
眼
根
。

時
為
釈
言
。
凡
因
明
法
。
若
自
比
量
。
宗
因
喩
中
皆
須
依
自
。
他
共
亦
爾
。
立
依
自
他

共
。
敵
対
亦
須
然
。
名
善
因
明
無
疎
謬
矣
。
前
云
唯
識
。
依
共
比
量
。
今
依
自
立
。
即

一
切
量
皆
有
此
違
。
如
仏
弟
子
対
声
生
論
。
立
声
無
常
。
所
作
性
故
。
譬
如
瓶
等
。
声

生
論
言
声
是
其
常
。
所
聞
性
故
。
如
自
許
声
性
。
応
是
前
量
決
定
相
違
。
彼
既
不
成
。

故
依
自
比
。
不
可
対
共
而
為
比
量
。

又
宗
依
共
已
言
極
成
。
因
言
自
許
。
不
相
符
順
。
又
因
便
有
随
一
不
成
。
大
乗
不
許
。

彼
自
許
眼
識
不
摂
故
。
因
於
共
色
転
故
。
又
同
喩
亦
有
所
立
不
成
。
大
乗
眼
根
。
非

定
離
眼
識
。
根
因
識
果
。
非
定
即
離
故
。
況
成
事
智
。
通
縁
眼
根
。
疏
所
縁
縁
。
与
能

縁
眼
識
。
有
定
相
離
義
。
又
立
言
自
許
。
依
共
比
量
。
簡
他
有
法
差
別
相
違
。
敵
言
自

許
。
顕
依
自
比
眼
識
不
摂
。
豈
相
符
順
。
又
彼
比
量
宗
喩
二
種
皆
依
共
比
。
唯
因
依

自
。
皆
相
乖
角
。
故
雖
微
詞
通
起
。
而
未
可
為
指
南
。
幸
能
審
鏡
前
文
。
応
亦
足
為
理

極
」（
基
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
巻
中
本
、
大
正
四
四
・
一
一
六
上
〜
中
）
の
取
意
。

(

12)

「
問
阿
頼
耶
識
於
六
識
中
何
識
所
摂
。
答
通
六
識
所
摂
」（
大
正
三
一
・
五
〇
五
中
）

(

13)

憬
興
の
文
か
。「
興
師
解
云
、
竝
取
質
影
為
共
許
色
。
本
量
云
不
離
眼
識
者
、
本
識
眼

識
合
名
眼
識
。
立
影
不
離
眼
識
之
時
、
便
成
質
亦
不
離
本
識
。
如
顯
揚
云
「
阿
頼
耶
識

即
六
識
」
故
。
不
爾
本
量
有
不
定
過
。
質
亦
自
許
初
三
所
摂
眼
所
不
摂
、
離
眼
識
故
」

（
善
珠
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻
三
末
、
大
正
六
六
・
三
一
六
上
）

(

14)

文
軌
に
つ
い
て
は
、
石
井
公
成
氏
が
⑴
円
測
な
ど
と
同
様
に
基
に
よ
っ
て
強
く
批
判
さ

れ
て
い
る
点
、
⑵
円
測
ら
新
羅
僧
が
滞
在
し
て
い
た
西
明
寺
に
い
た
点
な
ど
か
ら
、
文

軌
が
新
羅
人
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
石
井
公
成
「
朝
鮮
仏
教
に
お
け
る
三

論
教
学
」〔『
三
論
教
学
の
研
究
』、
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
〕。
李
泰
昇
『
文
軌
의
因
明

観
攷
』〔『
韓
国
仏
教
学
』
二
五
、
一
九
九
九
年
〕
も
参
照
）。
実
際
の
と
こ
ろ
、
伝
記

資
料
等
を
欠
く
た
め
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
思
想
内
容
か
ら
思
想
史
的

に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
文
軌
『
因
明
入

正
理
論
疏
』
は
完
本
と
し
て
残
っ
て
お
ら
ず
、
卍
続
蔵
経
、
支
那
内
学
院
に
よ
る
逸
文

集
成
（『
因
明
入
論
荘
厳
疏
』、
一
九
三
三
年
。
現
在
は
台
湾
・
新
文
豊
社
よ
り
『
異
部

宗
輪
論
述
記
等
三
種
』〔
一
九
七
七
年
〕
と
し
て
刊
行
）、
敦
煌
文
書
中
の
残
簡
（
Ｓ
二

四
三
七
。
武
邑
尚
邦
『
因
明
学
起
源
と
変
遷
』〔
法
蔵
館
、
一
九
八
六
年
〕
に
解
説
と

翻
刻
が
あ
る
）
な
ど
か
ら
、
そ
の
内
容
を
う
か
が
う
ほ
か
な
い
。
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